
広 報 か い づ か 令和元年8月(9)　第957号

　東日本大震災の際、生死を大きく分けたのは地震発生直後の判断と行動でし
た。そこで、いざという時に「身を守る、避難する」など具体的な行動ができ
るよう大阪府と連携し訓練を行います。
【携帯電話の緊急速報メールが一斉に鳴ります】
日時　９月５日(木)午前11時３分頃　大津波警報情報の送信
(府内にある携帯電話に、府が訓練用の緊急速報メールを送信)
午前11時４分頃　大津波警報に伴う避難指示情報の送信
(市内にある携帯電話に、市が訓練用の緊急速報メールを送信)
※緊急速報メールはマナーモードでも鳴ります。状況に応じて、電源を切るな
どの対応をお願いします。(対応機種については各携帯電話会社へお問合せください)

【訓練に対する心構え】
・訓練前：地震や津波の発生時にどのように行動するか考えておく
・訓練当日：考えておいた「命を守る行動」をとる
・訓練後：「命を守る行動」がとれたかを話し合う

９月５日(木)午前11時３分頃と４分頃、携帯電話が一斉に鳴ります

 　

貝
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託
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◆
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能
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練
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若
干
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昭
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４
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２
日
以
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に
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ま
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、
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能
訓
練
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免
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が
あ
る
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た

申
込
期
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９
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５
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９
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除
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終
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面
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翌
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ま
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貝
塚
市
職
員

◆
事
務
職　

10
人
程
度

上
級
Ａ　

平
成
元
年
４
月
２

日
～
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
か
た

上
級
Ｂ　

昭
和
54
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
司
書
資
格
を

持
ち
、
図
書
館
司
書
の
職
務
経

験
が
３
年
以
上
あ
る
か
た

上
級
Ｃ　

昭
和
54
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
手
話
通
訳
士

ま
た
は
都
道
府
県
お
よ
び
政
令

指
定
都
市
認
定
手
話
通
訳
者
の

資
格
が
あ
る
か
た

上
級
Ｄ　

昭
和
59
年
４
月
２
日

～
平
成
10
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
、
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
か
た
②
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た
④

精
神
保
健
指
定
医
な
ど
に
よ
り

知
的
障
害
が
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
か
た

初
級　

平
成
10
年
４
月
２
日
～

14
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
か
た

◆
理
学
療
法
士　

１
人　

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に

問合せ先　府民お問合せセンター☎06－6910－8001、市危機管理課☎072－433－7392

　

生
ま
れ
、
理
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法
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許
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来
年
３
月
ま
で
に

取
得
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込
み
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か
た

◆
保
健
師　

１
人

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
保
健
師
の
免
許
を
持

つ(

来
年
３
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の)

か
た

◆
保
育
教
諭　

若
干
名　

　

平
成
３
年
４
月
２
日
～
12
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
保
育
士

資
格
と
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許

の
両
方
を
持
つ(

来
年
３
月
ま

で
に
取
得
見
込
み
の)

か
た

◆
消
防
職　

上
級
・
初
級　

　

計
４
人　

　

日
本
国
籍
が
あ
り
、
上
級
は

平
成
６
年
４
月
２
日
～
10
年
４

月
１
日
、
初
級
は
平
成
10
年
４

月
２
日
～
14
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
体

力
が
あ
り
健
康
な
か
た

◆
技
術
職
土
木　

若
干
名

上
級
Ａ　

昭
和
59
年
４
月
２
日

～
平
成
10
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
、
大
学(

短
大
除
く)

で
土
木

の
専
門
学
科
を
専
攻
し
卒
業
し

８月29日(水)午前11時頃８月28日(水)午前11時頃

　全国瞬時警報システム(Ｊアラート)は、地震や津波、武
力攻撃などの緊急情報を人工衛星を用いて国が自治体に送
信し、防災行政無線を自動起動させ放送するシステムです。
　今回の訓練は、国民保護情報の伝達を目的とした訓練で
す。緊急情報を市民のみなさんに伝達する体制を万全にす
るため、全国瞬時警報システムと市内に設置している防災
行政無線を連動し放送することで、正常に作動しているか
を確認するものです。

【放送内容】
～チャイム～「これはＪアラートのテストです」×３回
「こちらは防災貝塚市です」～チャイム～

問合せ先　危機管理課☎072－433－7392

た(

来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の)

か
た
。
ま
た
は
そ
れ

と
同
等
の
専
門
知
識
に
よ
る
経

験
が
あ
る
か
た

上
級
Ｂ　

昭
和
59
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
土
木
の
専
門

知
識
の
資
格
が
あ
る
か
た

◎
い
ず
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も

　

重
複
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
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申
込
期
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８
月
27
日(

火)

～

９
月
５
日(
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午
前
８
時
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分

～
午
後
５
時
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分(

土
・
日
除
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、
郵
送
の
場
合
は
９
月
４

日(
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ま
で
の
消
印
有
効

一
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月
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４
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２
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ま
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る
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調

理
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１
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昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
７
月
31
日
時
点
で
調

理
業
務
に
３
カ
月
以
上
従
事
し

た
経
験
が
あ
る
か
た

◆
市
立
認
定
こ
ど
も
園
業
務

(

看
護
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１
人

　

昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
看
護
師
ま
た
は
准
看

護
師
の
免
許
が
あ
る
か
た

◎
い
ず
れ
も

　

重
複
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
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込
期
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８
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45
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５
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８
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９
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０
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２
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７
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全国瞬時警報システムによる
全国一斉情報伝達訓練を行います

　　

善
意
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆
髙
瀨
章
雄
さ
ん(

鳥
羽)

か
ら
歴
史
資
料
用
と
し
て

写
真(

北
小
学
校
改
築
工

事
ほ
か)

１
０
２
枚
◆
協
栄

産
業
株
式
会
社(

谷
元
美
代

表
取
締
役)

か
ら
市
立
善
兵

衛
ラ
ン
ド
用
と
し
て
望
遠
鏡

自
動
導
入
装
置
１
台(

20
万

円
相
当)

◆
匿
名
の
か
た
か

ら
歴
史
資
料
用
と
し
て
ミ
ス

ワ
ー
ル
ド
日
本
代
表
撮
影
会

(

二
色
の
浜)

写
真
11
枚
◆
貝

塚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ(

田

中
邦
文
会
長)

か
ら
青
少
年

健
全
育
成
用
と
し
て
卓
球
部

応
援
旗
１
点
お
よ
び
一
般

用
・
幼
児
用
卓
球
セ
ッ
ト
各

一
式(

50
万
円
相
当)

◆
６
月
の
か
い
づ
か
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
は
、
８
１
２
件
で
、

金
額
は
９
９
６
万
円
で
し
た
。

　　

大
阪
府
視
覚
障
害
者

　

福
祉
協
会
功
労
者

　

永
年
協
会
長
・
理
事
を
務
め

ら
れ
、
視
覚
障
害
者
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
か
た
に

贈
ら
れ
る
浪
花
光
賞(

協
会
最

高
賞)

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略)

▼
井
上
誠
一(

澤)

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
０
１
２

　

家
計
構
造
統
計
調
査

　
　
国
民
の
暮
ら
し
向
き
を
家
計

の
消
費
・
所
得
・
資
産
や
負
債

の
面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る

た
め
の
調
査
で
、
結
果
は
税

制
・
年
金
・
福
祉
政
策
の
検
討

資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。
８
月
以
降
、
調
査
を
お
願

い
す
る
お
宅
に
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

回
答
は
、
紙
の
調
査
票
を
調

査
員
に
手
渡
し
す
る
方
法
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
情
報
統
計
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
４
２
０

　

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

　

説
明
会

日
時　

①
８
月
22
日(

木)

午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分
②
８
月

23
日(

金)

午
前
10
時
～
11
時

定
員　

各
60
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

岸
和
田
税
務
署
☎
０
７
２
・
４

３
８
・
１
３
４
１

 

日
赤
募
金
ご
協
力
に
感
謝

　

町
会
・
自
治
会
・
有
志
の
か

た
か
ら
、
３
２
９
万
５
７
５
０

円(

７
月
３
日
現
在)

の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
貝
塚
市
地
区
で
は
郵

便
振
替
口
座
を
設
け
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

最
寄
り
の
郵
便
局
か
ら
お
振
込

み
く
だ
さ
い
。

口
座
番
号　

０
０
９
２
０－

３

－

２
４
２
９
６
７

口
座
名
称　

日
赤
大
阪
府
支
部

貝
塚
市
地
区

問
合
せ
先　

貝
塚
市
地
区
事
務

局(

福
祉
総
務
課
内)

☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
０
３
０

　

地
区
計
画
素
案
の
縦
覧

 　

せ
ん
ご
く
の
杜
地
区(

産

業
・
流
通
エ
リ
ア)

の
地
区
計

画
素
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

住
民
や
利
害
関
係
者
の
意
見
書

(

様
式
自
由)

を
受
付
け
ま
す
。

◆
縦
覧

期
間　

８
月
26
日(

月)

～
９
月

９
日(

月)

平
日
午
前
８
時
45
分

～
午
後
５
時
15
分

◆
意
見
書
提
出

期
間　

９
月
10
日(

火)

～
17
日

(

火)

平
日
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
15
分

縦
覧
・
提
出
・
問
合
せ
先　

都

市
計
画
課
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
２
４
７

新
し
い
町
会
長
の
ご
紹
介


コ
ス
タ
ミ
ラ
に
し
き
の
は
ま

自
治
会
＝
西
河
尚
志(

敬
称
略)

問
合
せ
先
　
広
報
交
流
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２
３
０

８月は「北方領土返還運動全国強調月間」です。北方領土問題への関心と理解を深めましょう。【問合せ先】　府政情報室☎06－6944－6007


